
「

」

二
十
年
前
の
北
方
領
土

先
日
、
三
年
の
男
子
生
徒
か
ら
「
校
長
先
生
。
北
方
領
土
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
北
方
領
土
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
校
長
講
話
は
二
十
年
前
に
行
っ
た
北
方
領
土
の
話
を
し
ま
す
。

ま
ず
、
私
が
北
方
領
土
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
話
し
ま
す
。
今
か
ら
二
十
年
前
の
平

成
十
一
年
、
私
が
県
教
育
委
員
会
の
義
務
教
育
課
で
指
導
主
事
を
し
て
い
た
時
、
北
方
領
土
問

題
対
策
協
会
が
中
学
校
に
お
け
る
北
方
領
土
問
題
の
理
解
と
啓
発
を
進
め
る
た
め
、
各
都
道
府

県
か
ら
中
学
校
社
会
科
教
員
一
名
を
北
方
領
土
に
派
遣
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
山
形
県
の

担
当
だ
っ
た
私
は
県
内
の
中
学
校
社
会
科
教
員
に
希
望
を
と
り
ま
し
た
が
、
新
人
戦
と
日
程
が

重
な
る
た
め
希
望
者
は
ゼ
ロ
。
そ
こ
で
、
責
任
を
と
る
形
で
私
が
北
方
領
土
に
行
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

、

、

。

私
が
行
っ
た
二
十
年
前
も

現
在
も

日
本
人
が
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

「
ビ
ザ
な
し
渡
航
」
と
言
っ
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
に
日
本
と
ロ
シ
ア
の

政
府
か
ら
許
可
さ
れ
た
人
し
か
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

交
通
手
段
は
船
（
三
三
四
ト
ン
の
コ
ー
ラ
ル
ホ
ワ
イ
ト
号
と
い
う
小
さ
な
客
船
）
で
、
北
海

道
の
北
東
部
の
根
室
港
か
ら
夕
方
出
発
し
、
北
方
領
土
の
国
後
島
の
中
心
の
町
ユ
ジ
ノ
・
ク
リ

リ
ス
ク
（
日
本
名
：
古
釜
布
）
の
沖
に
翌
朝
の
夜
明
け
前
に
到
着
し
ま
し
た
。

、

、

、

夜
が
明
け
る
寸
前

船
の
甲
板
で
日
の
出
を
見
ま
し
た
が

空
気
が
き
れ
い
だ
か
ら
な
の
か

緯
度
が
高
い
か
ら
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
、
ま
る
で
宇
宙
に
い。

る
か
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
濃
紺
の
空
に
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
く
夜
明
け
の
光
景
を
目
に
し
ま
し
た

夜
が
明
け
て
く
る
と
、
数
百
メ
ー
ト
ル
先
に
、
桟
橋
の
あ
る
低
い
土
地
か
ら
小
高
い
丘
の
と

こ
ろ
ま
で
、
家
や
工
場
が
続
く
ユ
ジ
ノ
・
ク
リ
リ
ス
ク
の
町
並
み
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
町
は

大
き
く
な
く
、
日
本
の
小
さ
な
漁
村
と
住
宅
地
と
工
場
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

九
時
頃
、
い
よ
い
よ
上
陸
で
す
。
港
は
水
深
が
深
く
な
い
た
め
、
港
の
沖
に
コ
ー
ラ
ル
ホ
ワ

イ
ト
号
は
停
泊
し
て
い
ま
す
。
桟
橋
ま
で
の
移
動
は

艀

と
い
う
鉄
製
の
巨
大
な

筏

み
た
い
な

は
し
け

い
か
だ

も
の
で
移
動
し
ま
す
。
艀
に
乗
り
移
る
時
は
板
が
渡
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
大
き
く
揺
れ
て
危

険
で
す
。
艀
に
無
事
渡
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
の
も
つ
か
の
間
、
自
動
小
銃
を
持
っ
た
四
人
の
ロ
シ

ア
国
境
警
備
隊
に
囲
ま
れ
、
一
人
一
人
顔
写
真
と
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。
か
な
り
緊

張
し
ま
す
。

艀
が
桟
橋
に
近
づ
く
と
、
手
作
り
の
歓
迎
の
垂
れ
幕
を
持
っ
た
大
勢
の
人
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
早
速
、
車
に
乗
り
込
み
町
の
中
心
部
ま
で
移
動
し
ま
す
。
車
は
日
本
の
中
古
ワ
ゴ
ン

車
で
か
な
り
古
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
道
路
は
全
く
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
水
た
ま
り
の

跡
ら
し
き
で
こ
ぼ
こ
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
低
速
で
運
転
し
て
も
か
な
り
揺
れ
ま
す
。
中
心
部

ま
で
の
風
景
は
、
家
が
少
し
あ
る
程
度
で
、
草
原
以
外
は
何
も
な
い
荒
涼
と
し
た
感
じ
で
す
。

道
路
に
は
側
溝
は
な
く
、
す
ぐ
に
草
原
が
広
が
り
ま
す
。
中
心
部
で
さ
え
、
建
物
を
出
る
と
す

第
七
号

五
中
だ
よ
り

山
形
市
立
第
五
中
学
校

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日
発
行

ぐ
に
土
の
道
と
い
う
感
じ
で
、
ま
る
で
西
部
劇
に
出
て
く
る
町
の
よ
う
で
す
。

小
学
校
と
中
学
校
を
合
わ
せ
た
初
等
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
古
い
建
物
で
す
が
、
外
壁
は

明
る
い
色
の
ペ
ン
キ
で
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
は
古
い
ま
ま
で
し
た
が
、
窓
枠
だ
け

は
白
い
ペ
ン
キ
で
き
れ
い
に
塗
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
冬
の
寒
さ
は
厳
し
い
よ
う
で
、

二
重
窓
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
一
学
級
は
三
十
人
程
度
で
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
先

生
の
話
を
一
斉
に
聞
い
て
ノ
ー
ト
を
と
る
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
と
違
う
と
こ

ろ
は
、
鉛
筆
は
使
わ
ず
、
青
と
赤
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
け
で
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
机
の
脇
の
物
を
さ
げ
る
フ
ッ
ク
に
は
、
根
室
市
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
「
サ
テ
ィ

（
今
は
イ

」

オ
ン
に
変
わ
り
ま
し
た
。
当
時
、
サ
テ
ィ
は
米
沢
市
に
も
あ
り
ま
し
た
）
の
レ
ジ
袋
が
数
多
く

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
国
後
島
の
漁
師
の
方
は
、
時
々
、
根
室
市
に
水
産
物
を
運
び
、
そ

の
帰
り
に
日
本
の
ス
ー
パ
ー
で
必
要
な
物
を
買
っ
て
帰
る
と
い
う
交
流
が
あ
る
こ
と
が
レ
ジ
袋

か
ら
わ
か
り
ま
す
。

町
の
中
心
部
に
あ
る
店
に
行
き
ま
し
た
。
小
さ
な
店
が
三
軒
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が

食
料
品
中
心
の
店
で
す
。
パ
ン
は
自
宅
で
焼
か
な
い
の
か
、
か
な
り
た
く
さ
ん
山
積
み
さ
れ
て

。

、

、

い
ま
し
た

あ
と
は

ほ
と
ん
ど
缶
詰
や
常
温
で
保
存
で
き
る
袋
詰
め
の
食
料
か
お
菓
子
等
で

生
鮮
食
料
品
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
か
ら
行
っ
た
交
流
団
の
メ
ン
バ
ー
が

買
い
物
を
す
る
た
め
に
使
え
る
ロ
シ
ア
通
貨
は
二
○
○
○
ル
ー
ブ
ル
ま
で
で
す
。
私
た
ち
が
お

土
産
と
し
て
店
の
商
品
を
買
い
す
ぎ
る
と
、
店
に
地
元
の
人
が
買
う
分
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す

（
一
九
九
九
年
頃
は
一
ル
ー
ブ
ル
＝
四
～
五
円
程
度
、
今
は
一
．
八
円
程
度
）

。

。

、

午
後
か
ら
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す

一
家
庭
に
三
人
程
度
の
交
流
団
の
メ
ン
バ
ー
が
訪
問
し

約
三
時
間
、
地
元
家
族
と
交
流
を
し
ま
す
。
私
が
訪
問
し
た
の
は
、
マ
ツ
ベ
ラ
さ
ん
と
い
う
新

聞
記
者
の
お
宅
で
、
旦
那
さ
ん
と
二
人
の
お
子
さ
ん
（
中
学
生
の
姉
、
小
学
生
の
弟
）
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
ツ
ベ
ラ
さ
ん
の
家
は
新
し
く
、
明
る
い
色
の
外
壁
の
二
階
建
て
の
家
で

し
た
。
廊
下
に
は
主
食
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
た
く
さ
ん
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
つ
ら
か

っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
語
が
全
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
語
を
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
す
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
お
互
い
が
指
さ
し
て
会
話
（
？
）
す
る
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
三

時
間
、
楽
し
く
会
話
（
？
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ル
シ
チ
を
は
じ
め
と
す
る

手
作
り
の
料
理
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
お
い
し
か
っ
た
の
は
、
そ
の
日

の
朝
、
旦
那
さ
ん
と
息
子
が
近
く
の
川
で
釣
り
上
げ
た
シ
ャ
ケ
を
さ
ば
い
て
作
っ
て
く
れ
た
イ

ク
ラ
（
ロ
シ
ア
が
イ
ク
ラ
発
祥
の
国
だ
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
を
パ
ン
に
の
せ
て
食
べ
る
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
料
理
で
す
。

こ
の
マ
ツ
ベ
ラ
さ
ん
の
家
か
ら
見
た
光
景
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
マ
ツ
ベ
ラ
さ
ん
の
家
は
高

台
に
あ
り
、
眼
下
に
広
が
る
手
つ
か
ず
の
大
平
原
、
そ
の
中
を
「
先
ほ
ど
の
シ
ャ
ケ
」
を
釣
っ

た
と
い
う
蛇
行
し
た
川
が
流
れ
、
遠
く
に
は
平
原
を
囲
む
よ
う
に
山
並
み
が
並
ぶ
。
そ
の
全
て

が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
黄
金
色
に
輝
く
と
て
も
美
し
い
光
景
で
す
。

（
中
略
）

最
後
に
、
マ
ツ
ベ
ラ
さ
ん
の
一
言
を
紹
介
し
ま
す

「
領
土
問
題
は
大

。

変
難
し
い
。
こ
の
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
人
は
、
終
戦
の
時
、
故
郷

を
追
わ
れ
、
今
は
日
本
で
生
活
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
島
が
日
本
に

な
っ
た
ら
、
こ
の
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
子
供
た
ち
は
、
同
じ
よ
う

に
故
郷
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

」
私
が
北
方
領
土
に
実
際
に
行
っ
て

。

き
た
か
ら
こ
そ
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

今
後
の
北
方
領
土
問
題
は
、
双
方
が
不
幸
に
な
ら
な
い
、
納
得
し
た

解
決
策
を
、
時
間
を
か
け
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
思
い
ま

し
た
。
す
ぐ
に
は
解
決
で
き
な
い
大
変
難
し
い
問
題
で
す
が
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

（
校
長

阿
部

善
和
）



平
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平
成
三
十
年
九
月
二
九
日
（
土
）三
十
日
（
日
）

《

団

体

》

優

勝

野
球
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）

舟
山
侑
輝
二
年

堀
内
倫
太
朗
二
年

町
田
望
天
二
年

木
川
蓮
太
郎
二
年

市
村
健
介
二
年

東
海
林
洸
太
二
年

進
藤
悠
翔
二
年

會
田
一
樹
二
年

若
狭
康
希
一
年

深
瀬
広
太
一
年

八
重
樫
鉄
馬
一
年

池
田
裕
音
一
年

増
川

潤
一
年

三
河
凜
太
朗
一
年

阿
部
寛
汰
一
年

進
藤
健
翔
一
年

冨
樫
颯
太
一
年

中
村
天
之
一
年

工
藤
育
実
一
年

鈴
木
善
太
一
年

優

勝

水
泳
女
子
総
合

第
二
位

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
県
大
会
出
場
）

山
﨑
陽
真
二
年

相
馬
悠
人
二
年

信
夫
竜
之
介
二
年

倉
田
知
悟
二
年

伊
藤
晃
成
二
年

高
梨
陽
太
二
年

木
村
羚
二

一
年

大
友

諒
一
年

第
二
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

鈴
木
菜
々
美
二
年

河
内
澪
那
二
年

木
川
伊
鞠
二
年

佐
藤
京
華
二
年

加
藤
め
い

二
年

芳
賀
百
華
二
年

土
屋

叶
一
年

矢
作
光
佳
李
一
年

第
三
位

剣
道
男
子
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）

平
川

碧
二
年

渡
邉

優
二
年

山
岸
鷹
海
二
年

小
野
颯
大
二
年

伊
藤
羽
琉
二
年

第
三
位

水
泳
男
子
総
合

《

個

人

》

山
﨑
陽
真
二
年
・
相
馬
悠
人
二
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
県
大
会
）

第
一
位

出
沼
七
海
二
年

卓
球
女
子
（
県
大
会
）

長
岡
愛
海
一
年

水
泳
一
年
女
子
一
○
○
ｍ
背
泳
ぎ
（
大
会
新
記
録
）

水
泳
一
年
女
子
五
○
ｍ
背
泳
ぎ
（
大
会
新
記
録
）

吉
田
葵
唯
二
年

水
泳
二
年
女
子
二
○
○
ｍ
・
一
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

大
沼
美
空
二
年

水
泳
二
年
女
子
二
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

國
井
椎
菜
二
年

水
泳
二
年
女
子
一
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

冨
樫
晴
乃
一
年

水
泳
一
年
女
子
五
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

長
岡
愛
海
一
年
、
國
井
椎
菜
二
年
、
吉
田
葵
唯
二
年
、
冨
樫
晴
乃
一
年

（
水
泳
女
子
四
○
○
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
）

長
岡
愛
海
一
年
、
吉
田
葵
唯
二
年
、
冨
樫
晴
乃
一
年
、
國
井
椎
菜
二
年

（
水
泳
女
子
四
○
○
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）

鈴
木
結
羽
二
年

陸
上
女
子
二
年
一
○
○
ｍ

第
二
位

板
垣
諒
大
二
年

水
泳
共
通
男
子
四
○
○
ｍ
自
由
形

國
井
椎
菜
二
年

水
泳
二
年
女
子
二
○
○
個
人
メ
ド
レ
ー

田
中
遙
真
一
年

水
泳
一
年
男
子
五
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

佐
藤
玲
歩
一
年

水
泳
一
年
男
子
一
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

武
田
盛
男
一
年

水
泳
一
年
男
子
五
○
ｍ
・
一
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

冨
樫
晴
乃
一
年

水
泳
一
年
女
子
一
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

鈴
木
結
羽
二
年

陸
上
女
子
二
年
二
○
○
ｍ

第
三
位

柴
田
悠
貴
二
年

水
泳
二
年
男
子
二
○
○
ｍ
背
泳
ぎ

田
中
遙
真
一
年

水
泳
一
年
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

佐
藤
玲
歩
一
年

水
泳
一
年
男
子
五
○
ｍ
背
泳
ぎ

多
勢
健
太
郎
一
年
水
泳
一
年
男
子
五
○
ｍ
平
泳
ぎ

大
沼
美
空
二
年

水
泳
二
年
女
子
一
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

齋
藤
和
希
二
年

水
泳
二
年
男
子
一
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
四
位

永
山
奏
楽
二
年

水
泳
二
年
男
子
一
○
○
ｍ
・
二
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

板
垣
諒
大
二
年

水
泳
二
年
男
子
二
○
○
ｍ
自
由
形

吉
岡
晃
佑
二
年

水
泳
共
通
男
子
四
○
○
ｍ
自
由
形

柴
田
悠
貴
二
年

水
泳
二
年
男
子
一
○
○
ｍ
背
泳
ぎ

川
俣
知
央
二
年

水
泳
二
年
女
子
一
○
○
ｍ
・
二
○
○
ｍ
自
由
形

柴
田
悠
貴
二
年
、
永
山
奏
楽
二
年
、
田
中
遙
真
一
年
、
武
田
盛
男
一
年

（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）

田
中

蓮
一
年

陸
上
男
子
一
年
一
五
○
○
ｍ

第
五
位

小
松

弘
一
年

水
泳
一
年
男
子
五
○
ｍ
自
由
形

小
野
田
理
子
一
年
水
泳
一
年
女
子
五
○
ｍ
平
泳
ぎ

佐
藤

和
二
年

陸
上
男
子
二
年
二
○
○
ｍ

第
六
位

齋
藤
和
希
二
年

水
泳
二
年
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

新
井
田
健
太
二
年
水
泳
二
年
男
子
一
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

多
勢
健
太
郎
一
年
水
泳
一
年
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

小
松

弘
一
年

水
泳
一
年
男
子
一
○
○
ｍ
自
由
形

渡
邉
悠
也
一
年

水
泳
共
通
男
子
四
○
○
ｍ
自
由
形

柴
田
悠
貴
二
年
、
板
垣
諒
大
二
年
、
佐
藤
玲
歩
一
年
、
武
田
盛
男
一
年

（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
）

大
友

諒
一
年

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
県
大
会
）

ベ
ス
ト
八

山
崎
明
優
二
年

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
県
大
会
）

和
田

灯
二
年

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
県
大
会
）

石
山
美
佳
二
年
、
高
橋
瑠
奈
二
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
県
大
会
）

小
野
颯
大
二
年

剣
道
男
子
個
人
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）

ベ
ス
ト
十
六

山
岸
鷹
海
二
年

剣
道
男
子
個
人
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）

渡
邉

優
二
年

剣
道
男
子
個
人
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）



校内駅伝結果

１年 ２年 ３年

４組 ４組 １組１位

６組 ３組 ６組２位

５組 ２組 ４組３位



十
一
月一

日（
木
）

創
立
記
念
式

五
日（
月
）

演
劇
鑑
賞
教
室（
午
後
）

八
日（
木
）

生
徒
会
役
員
選
挙

九
日（
金
）

三
年
進
路
研
修
会

十
二
日（
月
）

校
内
授
業
研
究
会

十
四
日（
水
）

生
徒
活
動
発
表
会

（
給
食
、理
科
、英
語
）

十
六
日（
金
）

前
期
生
徒
会
総
括
会

生
徒
会
任
命
式

二
十
日（
火
）

二
学
期
期
末
テ
ス
ト

二
十
一
日（
水
）

生
徒
活
動
発
表
会

（
生
徒
会
、メ
デ
ィ
ア
、保
健
）

二
十
三
日（
金
）

三
年
親
子
行
事（
午
前
）

二
年
親
子
行
事（
午
前
）

山
形
五
中
生
徒
会
に
よ
る
「
五
中
学
区
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
作
成

夏
休
み
明
け
の
全
校
朝
会
で
、
校
長
先
生
か
ら
夏
休
み
中
の
先
生
方
の
救
急
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
会

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
、
五
中
学
区
の
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
は
「
ど
こ
に
」「
ど
の
く
ら
い
」
あ
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
き
っ
か
け
か
ら
、
全
校
生
徒
が
調
べ
た
も
の
で
す
。

万
が
一
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
自
分
の
家
の
近
く
で
は
、
ど
こ
に
行
け
ば
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
が
設

置
し
て
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
、
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
二
年
生
の
保
健
体
育
の
時
間
に
「
心
肺
蘇
生
法
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
使
っ
た
り
、
心
肺
蘇
生
の
実
習
を
行
う
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
保
護

者
の
方
、
地
域
の
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
作
成
を
き
っ
か
け
に
、
身
近
な

人
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
習
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
施
設
・
企
業
・
病
院
等
は
五
十
四
箇
所
に
も
な
り
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
も
、
ま
だ
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
マ
ッ
プ

に
記
載
可
能
な
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
山
形
五
中
（
六
二
二
ー
○
五
五
九
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
は
、
別
印
刷
し
ま
し
た
の
で
、
ご
家
庭
等
で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
五
中
生
の
活
躍
」

第
四
五
回
山
形
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

部

第
三
位

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

第
三
七
回
山
形
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

第
三
位

野
球
部

第
七
一
回
山
形
県
中
学
校
陸
上
選
手
権
大
会

第
五
位

鈴
木
結
羽

二
年

共
通
女
子
二
○
○
ｍ

第
五
位

鈴
木
結
羽

二
年

女
子
二
年
一
○
○
ｍ

山
形
市
中
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
良

伊
藤
羽
那

一
年

「
た
く
さ
れ
た
願
い
」

入
賞

和
田
光
起

三
年

「
一
人
個
人
」

入
賞

工
藤
淳
之
助
一
年

「
あ
き
ら
め
な
い
を
手
助
け
し
た
い
」


